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平
成
27
年
10
月
９
日
（
木
）
た
か

つ
ガ
ー
デ
ン
に
て
、
10
月
度
例
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
思
考
軸
の

作
り
方
」
と
題
し
、
講
師
に
は
ラ
イ

フ
ネ
ッ
ト
生
命
株
式
会
社
代
表
取
締

役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ 

出
口 

治
明
氏
を

お
招
き
し
ま
し
た
。
出
口
氏
は
60
歳

か
ら
起
業
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
直
販
を
主
な
販
売
チ
ャ
ン
ネ

ル
と
し
て
保
険
商
品
を
販
売
し
は
じ

め
た
経
緯
や
考
え
方
や
、
ビ
ジ
ネ
ス

を
進
め
る
上
で
大
切
な
事
は
「
ビ
ジ

ネ
ス
は
国
語
で
考
え
る
の
で
は
な
く

算
数
で
考
え
る
物
」
で
あ
り
、
感
情

で
動
い
て
は
い
け
な
い
と
い
っ
た
思

考
軸
の
作
り
方
、
平
素
の
読
書
の
重

要
性
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
思
考
軸
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
は
も

と
よ
り
経
営
者
に
と
っ
て
非
常
に
参

考
と
な
る
考
え
方
で
あ
り
各
メ
ン

バ
ー
は
今
後
の
自
ら
の
行
動
に
役
立

て
よ
う
と
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
お
り

ま
し
た
。

当
日
は
、
大
勢
の
一
般
参
加
者
に

ご
参
加
頂
き
、
質
疑
応
答
時
間
に

は
、
メ
ン
バ
ー
・
一
般
参
加
者
と
も

に
多
数
の
質
問
が
あ
り
、
大
変
盛
況

に
終
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
後
に
開
催
さ
れ
た
懇

親
会
に
は
出
口
氏
に
も
ご
出
席
い
た

だ
き
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
お
話
も
し

て
い
た
だ
き
出
口
氏
の
す
ば
ら
し
い

人
間
性
に
ふ
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

大
自
青
季
報

新
年
　
第
31
号

　「ビジネスにおける
　　　　　　　思考軸の作り方」

大 阪 自 動 車 青 年 会 議 所

平成27年度会長　柏原　隆宏

大自青　facebook・ホームページをご覧下さい　
　大阪自動車青年会議所では、季報を

年４回発刊し、活動の内容等を皆様に

お知らせしていますが、季報ではお伝

えできない内容や一般参加していただ

ける例会の案内など情報をＦＢ・ＨＰ

に掲載しておりますので、是非ご覧く

ださい。　

画像左：大自青ホームページ
画像右：大自青facebook



　
平
成
27
年
11
月
７
日
（
土
）
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都
に
て
「
創
立
40
周
年
記
念
近
畿
地
区

自
動
車
青
年
協
議
会
合
同
例
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
幹
事
ク
ラ
ブ
の
京
都
自
動
車
青
年

会
議
所
の
主
管
で
「
決
断
力
」
～
一
瞬
の
閃
き
で
切
り
拓
く
未
来
～
を
テ
ー
マ
に
１
部
式
典
、
２
部

講
師
講
演
会
と
近
青
協
40
周
年
の
あ
ゆ
み
、
３
部
懇
親
会
の
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
来
賓
紹
介
、
友
好
団
体
紹
介
、
近
青
協
各
ク
ラ
ブ
紹
介
の
後
、
本
年
度
近
青
協
幹
事
ク

ラ
ブ
の
仁
ノ
岡
　
英
雄
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
２
部
前
半
・
講
演
会
で
は
元
プ
ロ
野
球
選
手
（
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
）
桧
山
　
進
次
郎
氏
を
講
師

に
お
迎
え
し
「
夢
を
実
現
す
る
た
め
の
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
講
演
は
桧
山
氏
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
対
話
方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
桧
山
氏
は
少
年
時
代
に
野
球
を
始
め
た
頃
は
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
し

た
が
、
あ
る
時
期
に
自
分
は
プ
ロ
野
球
の
選
手
に
な
る
と
決
意
さ
れ
厳
し
い
練
習
に
耐
え
努
力
の
結

果
、
1
9
9
1
年
に
ド
ラ
フ
ト
で
指
名
さ
れ
て
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
に
入
団
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
当
時

は
チ
ー
ム
の
成
績
も
良
く
な
く
暗
黒
の
時
代
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
入
団
後
は
な
か
な
か
試

合
に
出
場
で
き
な
い
時
期
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
努
力
の
甲
斐
も
あ
り
一
軍
に
定
着
し
た
後
勝
負

強
い
打
撃
で
阪
神
の
主
軸
を
担
い
2
0
0
3
年
に
は
選
手
会
長
と
し
て
18
年
ぶ
り
の
リ
ー
グ
優
勝
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
2
0
0
6
年
か
ら
引
退
さ
れ
る
ま
で
代
打
の
切
り
札
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
代
打
の
神
様
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
は
そ
の
一
打
席
に
か
け
る
為
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上

げ
る
の
に
苦
労
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
桧
山
氏
の
話
を
拝
聴
し
て
私
達
の
業
界
も
今
、
厳
し
い
時
代
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
目
標
達
成
に

向
か
い
実
現
さ
せ
て
い
く
と
い
う
き
っ
か
け
に
な
る
講
演
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
第
２
部
後
半
は
「
近
青
協
4
0
周
年
の
あ
ゆ
み
」
と
い
た
し
ま
し
て
対
談
形
式
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
近
青
協
の
各
ク
ラ
ブ
よ
り
Ｏ
Ｂ
の
諸
先
輩
方
２
名
ご
登
壇
頂
き
、
大
阪
か
ら
、
矢
野
先
輩
・
白

濱
先
輩
に
登
壇
頂
き
ま
し
た
。
近
青
協
40
周
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
一
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
し

た
が
、
ス
ラ
イ
ド
を
見
た
後
に
そ
の
時
々
の
色
々
な
出
来
事
や
思
い
出
を
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
の
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
歴
史
の
深
さ
や
各
ク
ラ
ブ
の
つ
な
が
り
の
強
さ
を

感
じ
さ
れ
ら
れ
る
良
い
対
談
で
し
た
。

例会だより（第40回近青協合同例会）
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桧山氏とコーディネーターの対談(第２部前半)登壇頂いた 矢野先輩・白濱先輩（第２部後半）
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12

月

度

例

会

が

12

月

３

日

（
木
）
に
た
か
つ
ガ
ー
デ
ン
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
会
社
継
承
の
備
え
出
来
て
い
ま

す
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
事
業
が
ス

ム
ー
ズ
に
継
承
で
き
る
よ
う
に
、

引
き
継
ぎ
や
申
し
送
り
の
重
要
性

つ
い
て
、
例
会
を
２
部
構
成
で
行

い
ま
し
た
。

　
本
例
会
は
、
Ｏ
Ｂ
主
催
の
例
会

で
あ
り
、
第
１
部
は
、
白
濱
先
輩

が
現
在
の
会
社
を
継
承
し
た
時
の

き
っ
か
け
か
ら
始
ま
り
、
継
承
し

た
間
な
し
に
長
年
お
勤
め
い
た
だ

い
て
い
た
従
業
員
が
数
人
辞
め
て

し
ま
い
、
事
業
に
影
響
が
出
た
こ

と
や
、
従
業
員
同
士
の
ト
ラ
ブ

ル
、
突
然
の
税
務
署
の
査
察
な

ど
、
「
人
・
物
・
お
金
」
に
纏
わ

る
、
過
去
の
波
瀾
万
丈
な
体
験
を

赤
裸
々
に
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

白
濱
先
輩
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー

リ
ー
は
、
非
常
に
リ
ア
ル
で
ハ
ー

ド
ル
の
高
い
内
容
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
の
難
問
に
め
げ
ず
に
立
ち

向
か
え
ば
必
ず
解
決
で
き
る
と
言

う
勇
気
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
第
２
部
は
、
株
式
会
社
東
京
海

上

日

動

あ

ん

し

ん

生

命

保

険

（
株
）
大
阪
支
店 
松
浦
　
昌
男
様

よ
り
、
平
成
27
年
１
月
１
日
以
後

に
相
続
若
し
く
は
遺
贈
又
は
贈
与

に
よ
り
、
取
得
す
る
財
産
に
係
る

相
続
税
又
は
、
贈
与
税
に
つ
い
て

適
用
さ
れ
る
主
な
改
正
に
つ
い
て

ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　
相
続
税
に
つ
い
て
は
、
主
に
遺

産
に
係
る
基
礎
控
除
・
相
続
税
の

税
率
構
造
・
税
額
控
除
。
贈
与
税

に
つ
い
て
は
、
主
に
相
続
時
精
算

課
税
・
贈
与
税
の
税
率
構
造
。
ま

た
、
会
社
の
相
続
税
・
贈
与
税
の

納
税
猶
予
及
び
免
除
の
特
例
の
要

件
や
申
告
に
つ
い
て
も
お
話
頂
き

ま
し
た
。

例会だより（12月度例会）

　
平
成
27
年
度
臨
時
総
会
が
平
成
27
年
12
月
３
日
（
木
）
に
た
か

つ
ガ
ー
デ
ン 

３
階 

ロ
ー
ズ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
次
年
度
会
長
承
認
の
件
に
つ
い
て
行
わ
れ
、
山
本
選
考

委
員
よ
り
平
成
28
年
度
会
長
候
補
者
の
指
名
が
発
表
さ
れ
、
全
会

一
致
に
て
次
年
度
会
長
予
定
者
と
し
て
春
田
茂
樹
会
員
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

平成２７年度臨時総会
平成28年度会長予定者に春田茂樹会員が承認されました

　
先
日
の
臨
時
総
会
に
て
次
年
度
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
春

田
茂
樹
で
す
。

　
こ
の
歴
史
あ
る
大
阪
自
動
車
青
年
会
議
所
の
会
長
を
務
め
さ
せ

て
頂
く
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
当
会
議
所
は
、
設
立
よ
り
40
年
が
過
ぎ
、
沢
山
の
会
員
メ
ン

バ
ー
が
卒
業
し
入
れ
替
わ
り
、
所
属
す
る
会
員
メ
ン
バ
ー
が
新
し

く
な
っ
て
も
、
大
自
青
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
常
に
問
題
意
識
を

も
っ
て
現
状
打
破
の
経
営
に
邁
進
し
、
お
互
い
に
情
報
を
交
換

し
、
切
磋
琢
磨
す
る
素
晴
ら
し
い
会
で
あ
り
ま
す
。

　
自
分
自
身
の
考
え
や
価
値
観
で
は
、
創
造
で
き
な
い
こ
と
、
解

決
で
き
な
い
問
題
を
、
同
じ
業
種
の
仲
間
同
士
で
相
談
や
情
報
を

交
換
し
て
前
へ
進
ん
で
行
け
る
！
こ
れ
が
大
自
青
の
Ｉ
Ｄ
（
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
）
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
近
年
、
当
会
議
所
も
世
代
交
代
に
よ
る
会
員
減
少
に
直
面

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

素
晴
ら
し
い
大
自
青
Ｉ
Ｄ

を
少
し
で
も
沢
山
の
整
備

業
の
同
世
代
に
知
っ
て
頂

こ
う
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

 

皆
さ
ま
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成28年度会長予定者

春田茂樹会員
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第４回献血活動報告

　平成27年12月９日（水）なにわ自動

車検査場にて、第４回大自青献血活動

（主催：大阪府赤十字血液センター）

を実施しました。

　９時半～11時半までの短時間でした

が、大自青のメンバーも献血するとと

もに、大自青のＰＲ活動も同時に実施

させて頂きました。

　これからも恒例行事として継続して

行く予定ですので、今後とも献血のご

協力宜しくお願いいたします。

大募集！！　平成２７年度新入会員

　大阪自動車青年会議所では我々と一緒になって活動していただける新入会員を募集しております。

　大阪府下で自動車整備業を営んでいる方で、45才までの経営者もしくは経営幹部の方なら入会可能

です。毎月一回例会を開催し、会社経営に関すること、整備技術に関すること、自己のスキルアップ

につながることなど、同世代の仲間が集まって切磋琢磨しています。

　　　　　　　　　　　　      ＜大自青 スローガン＞

　一、我々は、常にユーザーの立場に立ってニーズを満足させよう。

　一、我々は、青年業界人として、常に技術の向上を図り時代の先取りをしよう。

　一、我々は、常に問題意識をもって現状打破の経営に邁進しよう。

　一、我々は、青年として英知と情熱をもって大きな視野と指導力の養成に努力しよう。

　一、我々は、お互いに情報を交換し、切磋琢磨して社会的地位の向上を図ろう。

　　　お問い合わせは大阪自動車青年会議所事務局　　　　　　　　

一般社団法人　大阪府自動車整備振興会内　　担当　住井　

℡：０６－６６１３－１１９１（振興会　代表番号）　　　

ホームページアドレス　http://daijisei.com/        

入会金  20,000円　

会費 月額8,000円


